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ಖ⫱者㣴ᡂにおける死生ほᵓ⠏ᩍ⫱のᚲ要性に関する◊✲ 
 

$ 6WXG\ RQ WKH (GXFDWLRQDO 3UDFWLFH IRU WKH 3XUSRVH RI WKH 

2XWORRN RQ WKH 9HUJH RI 'HDWK &RQVWUXFWLRQ DPRQJ WUDLQLQJ 

FRXUVHV IRU HDUO\ FKLOGKRRG HGXFDWRUV 

ᒣ ᮏ リ ⧊  
6KLRUL <DPDPRWR 

1 ၥ㢟ࡢᡤᅾ 

ᮏ✏は、ಖ⫱者㣴ᡂのたࡵにᐇ᪋されるᩍ⫱ᐇ㊶において死生ほᵓ⠏に↔点をᙜて、考ᐹするもの

である。2017 年に࿌示された᪂ᗂ⛶ᅬᩍ⫱要㡿では、「ᗂඣ期の⤊ࢃりまでに⫱って࡯しいጼ」とし

て自然との関ࢃり࣭生࿨ᑛ重が明示された。これはᩍ⫱ᇶᮏἲにᥖࡆられたᩍ⫱の目ᶆに୍ᒙἢった

ᙧと考えることが可能であࢁう。㐨ᚨがᩍ⛉໬されたᑠ学ᰯᩍ⫱とのより⁥らかな連ᦠを考៖すると、

௒ᚋᗂඣᩍ⫱において生࿨のྲྀりᢅいが重どされると᥎ できる。このような現状の中、ᗂඣᩍ⫱を

ᢸうಖ⫱者自㌟が生࿨について῝く┬ᐹする、つまり死生ほをᵓ⠏するᚲ要があると➹者は考える。 

死生ほとはࠗ⮫ᗋ死生学事඾࠘によると「生きることの意࿡と生のᘏ㛗⥺ୖにある死について、࡝

のようにとらえるかということについてのಶ人の考え᪉」をᣦしている 1)。このᐃ⩏から考えると、

死生ほとは変ᐜしていく人生の中で᪥ࠎ死や生を見つࡵそのあり᪉を自ศ自㌟にၥいかける中でᵓ

⠏されていくものである。 

しかし現ᅾ、ಖ⫱者となる࡭く㣴ᡂᶵ関にᅾ⡠するであࢁう青年期には「死」のᤊえ᪉にၥ㢟がᏑ

ᅾしている。ᐩᯇ࣭✄㇂のㄪᰝによると青年期においては「死」について考えるᶵ఍がᑡなく、青年

期にとって「死」は㐲くᮍ▱のᏑᅾとᤊえているという現状が明らかにされた 2)。また、ᰠ⏣࣭ཎ࣭

➉ෆはㄪᰝの⤖ᯝ、青年期における大学生は「死」を意識することがᑡないことをᣦ᦬し、その⤖ᯝ

死を現ᐇ的にᤊえることがᅔ㞴な状況にあると述࡭ている 3㸧。この状況のཎᅉは青年期における死生

ほᵓ⠏のᮍ⇍さにあるのではないだࢁうか㸯。死生ほᵓ⠏のたࡵにᚲ要なࢭࣟࣉスについて、➹者は

௨ୗの 3 点をᣲࡆる。1 点目は青年期における「自己の死」に対して自ぬし、⌮解することである。

これに付㝶して、「死」という現象そのものを意識するᶵ఍をᣢつことを 2 点目とする。「自己の死」

について、᫬㛫的にも㊥㞳的にも㐲いᏑᅾであるとᴦほどせࡎに、῝く考ᐹし自己とྥき合うᶵ఍が

ᚲ要である。3 点目は「死」という現象による႙ኻへの⌮解である。「死」によって๤ዣされてしま
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うものについて予 をすることによって、自己が人生においてఱをᚓて、他者との関係性の中で࡝の

ように生きているのか、つまり生き様を⌮解することに繋がる。 

ᮏ✏においては死生ほᵓ⠏にᚲ要となるこれらの 3 つのࢭࣟࣉス㸦௨ୗୖから㡰にࢭࣟࣉス ࣉ、1

スࢭࣟ スࢭࣟࣉ、2 3 と表記する㸧す࡭てが現状において༑ศにᯝたされていないと௬説を❧てた。

この௬説にᇶ࡙き、➹者は᪥ᮏにࢹス࣭ࢣࣗࢹ࢚ーࣙࢩンをᬑ及した第୍人者である A.ࢹーࢣンの

ᐇ㊶をᇶに、死生ほᵓ⠏を目的としてᑓ㛛学ᰯ生を対象にࢹス࣭ࢣࣗࢹ࢚ーࣙࢩンをᐇ᪋した。ᮏ✏

ではこのᐇ㊶をศᯒし、➹者が❧てた௬説とศᯒ⤖ᯝをẚ㍑しながらಖ⫱ኈ㣴ᡂㄢ⛬の学生における

「死」への意識の現状や死生ほᵓ⠏ᩍ⫱のᚲ要性を明らかにすることを目的としている。㸰 

まࡎಖ⫱⣔ᑓ㛛学ᰯ A(௨ୗ A ᑓ㛛学ᰯと表記する)におけるࢹス࣭ࢣࣗࢹ࢚ーࣙࢩンᐇ㊶について

ሗ࿌する。ᐇ㊶において学⩦者には自由記述のㄪᰝをᐇ᪋した。その記述ෆᐜを KH-coder を౑⏝㸲㸧

しㄒྃᢳ出することでศᯒし、ୖ述した「死」への意識の現状やၥ㢟点を中ᚰに考ᐹしていく。 

2 ᐇ㊶ᴫせと調査項目 

ᮏᐇ㊶は A ᑓ㛛学ᰯにおいて「་⒪ಖ⫱特ㅮ」という⊂自⛉目をࢹス࣭ࢣࣗࢹ࢚ーࣙࢩンᐇ㊶とし

て㛤ㅮ࣭ᐇ᪋したものである。ᮏ✏におけるࢹス࣭ࢣࣗࢹ࢚ーࣙࢩンは学⩦者が「死」について学⩦

するୖで自己や他者の死について考ᐹし、いつか㏄えるであࢁう「死」するまでの人生の意⩏を᥈ồ

し、自己ᐇ現をᯝたすことを目的としたᩍ⫱であるとᐃ⩏する 5)。「་⒪ಖ⫱特ㅮ」は発ᒎ的な学⩦

としてୖ࣒ࣛࣗ࢟ࣜ࢝に఩⨨付けられ㛤ㅮされている。ᮏᐇ㊶の対象者はಖ⫱⣔ᑓ㛛学ᰯ 3 年ḟ生で

「་⒪ಖ⫱特ㅮ」を受ㅮしている⏨ዪ 34 ྡ(⏨性 12 ྡ、ዪ性 22 ྡ)である。ᮏᐇ㊶は表 1 の㏻りᤵ

ᴗෆᐜをィ⏬し、ᐇ᪋した。ィ⏬に際して、A.ࢹーࢣンによるୖᬛ大学、⪷ᚰዪᏊ大学、およୖࡧᬛ

大学࣭ࣞ࢝࢕ࢸࢽ࣑ࣗࢥッジ㸦ኪ㛫のᕷẸ大学ㅮᗙ㸧における「死のဴ学」のㅮ⩏でのᐇ㊶ 6)をཧ考

とした。 

 
表 1．「་⒪ಖ⫱特ㅮ」ᤵᴗෆᐜとࡡらい 

ᅇ ᤵᴗෆᐜ ࡡらい 
 ート記ධ 事前説明、予ഛㄪᰝࢣン࢔ン、事前ࣙࢩーࢸン࢚ࣜ࢜ 1
2 「死」って࡝んなイメージ㸽 「死」に対する意識への自ぬ、ከ様な「死」のイメー

ジの共᭷ 
3 「死」の✀類 「死」に関するᇶᮏ的▱識の⋓ᚓ 
4 「自ศ自㌟の死」を考えてみようձవ࿨ 6 か᭶とᐉ࿌されたら 自己や他者の「死」とྥき合う 
5 「自ศ自㌟の死」を考えてみよう②ఱをᜍれるのか 「死」に対する自㌟の感情の自ぬ、「死」へのᜍ怖に関

する▱識の⋓ᚓ 
6 「自ศ自㌟の死」を考えてみよう③ఱをኻってしまうのか ႙ኻ体験の␲似体験、「生」への自ぬ 
7 「自ศ自㌟の死」を考えてみよう④別れのᡭ⣬を᭩いてみよう 自己の「死」とྥき合う 
8 いのちについて࡝う思う㸽(ዷፎ、出⏘についての࢕ࢹス࢝ッ

 (ンࣙࢩ
出生に関するᇶᮏ的▱識の⋓ᚓ、他者との౯್ほの共

᭷、自己の「生」への自ぬ 
9 Ꮚ࡝もに「死」を࡝うᩍえる㸽ձ 発㐩ẁ㝵における「死」の⌮解度について▱識を⋓ᚓ、

᥼ຓ者としてのど点の⋓ᚓ 
10 Ꮚ࡝もに「死」を࡝うᩍえる㸽② 「死」と「生」に関するᩍ⫱᪉ἲの考ᐹ 
11 まとࡵ、感想記ධ 自己の┬ᐹ 
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 (ンࣙࢩ
出生に関するᇶᮏ的▱識の⋓ᚓ、他者との౯್ほの共

᭷、自己の「生」への自ぬ 
9 Ꮚ࡝もに「死」を࡝うᩍえる㸽ձ 発㐩ẁ㝵における「死」の⌮解度について▱識を⋓ᚓ、

᥼ຓ者としてのど点の⋓ᚓ 
10 Ꮚ࡝もに「死」を࡝うᩍえる㸽② 「死」と「生」に関するᩍ⫱᪉ἲの考ᐹ 
11 まとࡵ、感想記ධ 自己の┬ᐹ 

 
 
豊岡短期大学論集 第 14 号 (2017) 
 

 ― 3 ―

2-1 対象者と期間 

ಖ⫱⣔ᑓ㛛学ᰯ 3 年ḟ生で「་⒪ಖ⫱特ㅮ」を受ㅮしている⏨ዪ 34 ྡ(⏨性 12 ྡ、ዪ性 22 ྡ)。 

2-2 期間 

2015 年 9 ᭶から 2016 年 1 ᭶にかけてᤵᴗ᫬㛫ෆにᐇ᪋した。 

2-3 方法 

ẖᤵᴗ㛤ጞ᫬に㉁ၥ⣬を㓄ᕸし、ᤵᴗ᫬㛫中にᅇ⟅してもらい、ᤵᴗ⤊஢᫬ᅇ཰した。なお、㉁ၥ

⣬㓄ᕸẖにᅇ⟅ᣄྰができることを対象者に明示した。 

2-4 調査項目 

ᮏ✏においてศᯒするㄪᰝ㡯目は௨ୗの 3 点である。 

1 点目は対象者の⫼ᬒである。第 1 ᅇ目ᤵᴗ᫬に、࣌ット等の死別体験の᭷↓とその᫬期、㌟ෆや

近しい人の死別体験の᭷↓とその᫬期、死のイメージについて記述してもらった。このㄪᰝ㡯目によ

り、対象者の⫼ᬒをᢕᥱすることが可能である。 

2 点目はవ࿨ 6 か᭶とᐉ࿌されたᚋの⾜ືについてである。第 4 ᅇ目ᤵᴗ᫬に、もし自ศがవ࿨ 6

か᭶であるとᐉ࿌された場合、࡝のように⾜ືするのかについて⌮由もྵࡵて考え記述してもらった。

このㄪᰝ㡯目により、対象者が࡝の⛬度明☜な「自己の死」をイメージしているのか明らかにする。 

3 点目は死ぬᜍ怖である。第 5 ᅇ目ᤵᴗ᫬に、「自己の死」に際してఱにᜍ怖をᢪくと思うか考え

記述してもらった。」ᩘᜍ怖をᢪく場合、そのす࡭てをᅇ⟅してもらっている。このㄪᰝ㡯目から対

象者の死に対するᜍ怖をࣜスト࢔ッࣉする。 

2-5 分析方法 

ᮏ✏においてはᵽཱྀ⪔୍がస〇࣭ බ㛤している KH Coder を⏝いてㄪᰝ㡯目の࢟ࢸストをㄞみ㎸み

自ື的にㄒをᢳ出する。このࢩス࣒ࢸを౑⏝することによってᐈほ性を☜ಖしたศᯒが可能となる。

ㄒをᢳ出した中から㢖出ㄒを☜ㄆしたୖで、それらのㄒྃがᩥ⬦の中で࡝のような共起関係にあるの

か明らかにす࡭く、KH Coder の「共起ネットワーク」ࢥマンࢻを౑⏝し、出現パターンの似ている

ㄒを⥺で⤖んだネットワークをᥥく。この図において、強い共起関係を示すもの࡝࡯ㄒを⤖ࡪ⥺がኴ

くなり、出現ᩘのከいㄒ࡝࡯大きい෇でᥥ⏬される。そこから記述の特徴をศᯒしていく。なお、ศ

ᯒに際しては KH Coder の KWIC ࡝れのㄒྃがᩥ⬦でࡒを౑⏝し、それࢻマンࢥンスのࢲーࢥンࢥ

のように౑⏝されているのか☜ㄆしている。 

2-6 倫理的配慮 

学生にはᤵᴗ㛤ጞ᪥の࢚ࣜ࢜ンࢸーࣙࢩンにて、ᤵᴗと◊✲の㊃᪨を説明し、༠ຊをồࡵた。㉁ၥ

⣬にてᅇ⟅した情ሗはಶ人が特ᐃされないこと、ᅇ⟅は強ไではないこと、学ᴗᡂ⦼とは↓関係であ

ること、◊✲ᡂᯝとして学఍での発表やㄅୖᢞ✏があることを説明し、஢ᢎをᚓた。 
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3 ⤖ᯝと分析ࠊ⪃ᐹ 

3-1 ᅇ཰⋡ 

前ᥦとして、ᮏ✏においてはḞᦆࢹーター㸦ᅇ⟅ᣄྰ࣭ᮍ記ධ者㸧も死に対して思⣴することのᣄྰ

がその⌮由として考えられるたࡵ、᭷ຠᅇ⟅者にྵんでいる。さらにᅇ⟅は඲て」ᩘᅇ⟅を඲てྵん

だものをศᯒしている。 

1㸧対象者の⫼ᬒについての事前࢔ンࢣートはᐇ⩦に関するḞᖍ等により 26 ྡศ㸦76%㸧ᅇ཰した。 

2) వ࿨ 6 か᭶とᐉ࿌されたᚋの⾜ືについては 33 ྡศ㸦97%㸧ᅇ཰した。 

3) 死ぬᜍ怖については 32 ྡศ㸦94%㸧ᅇ཰した。 

3-2 対象者ࡢ⫼ᬒ 

26 ྡศの事前࢔ンࢣートでは、࣌ット等の人㛫௨እとの死別体験について、21 ྡ㸦81%㸧が⤒験

しているとᅇ⟅した。㌟ෆや近しい人との死別体験については、24 ྡ㸦92%㸧が⤒験しているとᅇ

⟅した。そのෆ、࡝ちらも⤒験していると⟅えた๭合は 19 ྡ㸦73%㸧にୖり、඲く⤒験がないとᅇ

⟅した者はいなかった。体験の᫬期についてၥう㸱と、人㛫௨እとの死別体験はᗂඣ期からᑠ学生᫬

にᅇ⟅が集中した。対して㌟ෆや近しい人との死別体験はᑓ㛛学生᫬に⤒験したというᅇ⟅がከく、

ると同᫬に周ᅖの人㛫も同様に年㱋を重ࡡく᭱近⤒験したというᅇ⟅もあった。対象者が年㱋を重ࡈ

る度に死別体験をࡡ年㱋を重、ࡵている。♽∗ẕ等の年㱋も高㱋となっていることが予想されるたࡡ

するᶵ఍がቑຍする可能性もቑえるのではないだࢁうか。 

ḟに、「あなたは「死」について、࡝のようなイメージをᣢっていますか㸽」というၥいに対して

対象者からᚓられた自由記述ࢹータをศᯒした。ศᯒのᡭ㡰として、まࡎは KH Coder を⏝いて前ฎ

⌮をᐇ⾜し、ᩥ❶の༢⣧集ィを⾜った。その⤖ᯝ、48 のẁⴠ、79 のᩥが☜ㄆされた。この中でศᯒ

対象࢓ࣇイࣝにྵまれているす࡭てのㄒのᘏᩘ࡭である⥲ᢳ出ㄒᩘは 234、ఱ✀類のㄒがྵまれてい

たのかを示すᩘである␗なりㄒᩘは 118 であった。さらにຓモやຓືモな࡝、࡝のようなᩥ❶にでも

出現する୍⯡的なㄒが㝖እされ、ศᯒに౑⏝されるㄒとしては 122 ㄒがᢳ出された。ḟに KH Coder

の「共起ネットワーク」ࢥマンࢻを౑⏝して共起の⛬度が強いㄒを⥺で⤖ࡧネットワークをᥥいたも

のを図 1 として示す。「怖い」というㄒを中ᚰにまとまりが 1 つ、そしてྑୗにᑠさなまとまりが 1

つ☜ㄆできる。ここから「死のイメージ」について 5 つの特徴的なパターンを見出すことができる。 

まࡎ 1 点目として「死」がᮍ▱の現象であることに起ᅉしたᜍ怖を想起するというパターンである。

これは図 1 におけるձのまとまりが表している。対象者の記述を振り返ると、「死んだことがศかる

のかศからないから怖い」や「自ศでいられない、自ศを感じられないから怖い」等の記述がなされ

ている。「自己の死」は人生に୍度きり⤒験するものであり、その⤒験ㄯを他者からఏえ⪺くことは

୙可能である。そのたࡵ想ീの⠊␪を㉸えることのないᮍ▱の現象としてᜍ怖の対象となっているこ

とがศᯒできる。 

2 点目としては、漠然としたマイナスのイメージを想起するパターンである。これは図 1 における
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②のまとまりが表している。対象者の記述を振り返ると、「怖いイメージ」や「暗い冷たいイメージ」

等の記述がなされている。これは 1 点目とは違い、「死」という現象や言葉、概念そのものをマイナ

スのイメージと関連付けていると考えられる。 

3 点目としては、他者との別れを想起するというパターンである。これは図 1 の③が表している。

対象者の記述を振り返ると、「もうみんなとはお別れなんだ」や「別れ」という記述がなされている。

この特徴は、青年期において「死」は他者との関係性の中で想起されていることを反映している。こ

れは自己の生を他者との関係性の中で感じていることの逆説的な説明となるのではないか。 

 
図 1．「死のイメージ」についての自由記述における共起ネットワーク 

 

 
4 点目は他者への影響に注目しているというパターンである。これは図 1 の④のまとまりが表して

いる。他者との繋がりに注目している点では 3 点目と類似性が見られるが、こちらは「自己の死」に

よる他者への影響について言及した記述である。「死ぬ人よりもその周りの人が大変」や「周りや近

くにいる人が悲しむ」等、負の影響に注目した記述がなされている。この特徴から学生にとって他者

との関係性の重要度の高さがうかがえる。このイメージは対象者が事前に死別体験をした際に感じた

感情が影響を与えている可能性がある。他者の「死」によって自己が受けた影響を思い出し、「自己

の死」の場合も同様の状況になると予想し、発生したイメージだと考えられる。 

5 点目としては図 1 の⑤が示す、苦痛に関するイメージを想起するパターンである。漠然とした肉

体的痛みを想起させる「痛い」という記述や漠然とした「痛みや苦しみ」という記述がなされている。

これは死が自己の意思とは反して発生してしまう現象だと強く意識していると解釈することができ
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る。 

 ព㆑ࡿࡍ対࡟Ṛࠖࡢᕫ⮬ࠕ 3-3

ḟに「もし自ศがవ࿨ 6 か᭶であるとᐉ࿌された場合、࡝のように⾜ືするのか」というၥいに対

して対象者からᚓられた自由記述ࢹータをศᯒした。ඛのศᯒと同様に、まࡎは KH Coder を⏝いて

前ฎ⌮をᐇ⾜し、ᩥ❶の༢⣧集ィを⾜った。その⤖ᯝ、126 のẁⴠ、202 のᩥが☜ㄆされた。この中

でศᯒ対象࢓ࣇイࣝにྵまれているす࡭てのㄒのᘏᩘ࡭である⥲ᢳ出ㄒᩘは 1847、␗なりㄒᩘは 415

であった。さらにຓモやຓືモな࡝、࡝のようなᩥ❶にでも出現する୍⯡的なㄒが㝖እされ、ศᯒに

౑⏝されるㄒとしては 814 ㄒがᢳ出された。 

 
表 2．「వ࿨ᐉ࿌をされた場合の⾜ື」についての自由記述をࢥー࢕ࢹンࢢした場合の㢖出ㄒ 

 ㄒ 㢖度 ྡࢢン࢕ࢹーࢥ
⾜ືする(᪥ᖖ) ⾜く、㐟ࡪ、㣗࡭る、㣧む、見る、ヰす、ᖐる、言える、సる、ᐇ⾜、᭩ける、㈙

う、ᥥく、ᩱ⌮ 
56 

ᐙ᪘ ぶᡉ、ẕ、඗、♽ẕ、♽∗、ጒ、ጜ、ᘵ、∗、ᐙ᪘、ぶ、Ꮚ࡝も、ጔ 39 
⑞㊧ṧし ᡭ⣬、᪥記、࢜ࢹࣅメッࢭージ、᭩く、思い出、෗┿、࣒ーࣅー、ṧす 28 
他者と఍う ఍う、言ってまࢃる、ఏえる、ᣵᣜ、感ㅰ、関係、ᜠ返し 25 
他者 ཭だち、཭㐩、཭人、大ษな人、ぶしい人、⦕があった人、ୡヰになった人、▱り

合った人、ᜊ人、かかࢃった人、ዲきな人、࢔ー࢕ࢸスト、ࣂンࢻ、఍えなかった

人、ஂしࡪりの཭だち 

22 

ᬑẁ㏻りの生ά いつも㏻り、ᬑẁ㏻り、ᬑẁ、いつも、ᬑ㏻㏻り、ᬑ㏻、㐣ࡈす、⥔ᣢ 20 
場ᡤ ࢽࢬ࢕ࢹー、TDL、USJ、 Ἠ、ᐙ、㒊ᒇ、ᅜෆ、場ᡤ、ᾏእ、እᅜ 19 
振り返り 振り返る、思い出す、考える 11 
⾜ືする(㠀᪥ᖖ) ᪑⾜する、㐲出、ᣮᡓ、やりたいこと、ࣛイࣈ、ዲきなこと、౑う、ࣄッࣁࢳイク、

㎡ࡵる 
10 

感情(ࣛࣉス) ᴦしい、ᴦしむ、ⴠち╔く 10 
ᡤᒓ 学ᰯ、ࣂࣝ࢔イト、ࣂイト、௙事 10 
感情(マイナス) ᚋ᜼、↓⌮、᜼い、ᜍれる、苦しい、᎘ 8 
自己 自ศ 8 
‽ഛ ࢚ン࢕ࢹンࣀࢢート、㑇言᭩、ᤲ㝖、㑇影、ᩚ⌮、㑇᭩ 7 
受ᐜ 受けධれる、受けṆࡵる、㐠࿨、㏄える 5 
状ែ ാける、ືく 3 
その他 その他ศ類୙可能なㄒ 48 
 
出現ᅇᩘが㸯ᅇのみのㄒがከく、KWIC ཭」、ࢁにてᩥ⬦を☜ㄆしたとこࢻマンࢥンスࢲーࢥンࢥ

人」と「཭だち」等の同じ意࿡合いで౑⏝されているㄒがከᩘᏑᅾした。より共起関係を᥈るたࡵに、

KJἲによりࢥー࢕ࢹンࢢをした⤖ᯝ、ᢳ出ㄒは表 2のように 17にศ類できた。これをᇶにKH Coder

の「共起ネットワーク」ࢥマンࢻを౑⏝して共起の⛬度が強いㄒを⥺で⤖ࡧネットワークをᥥいたも

のを図 2 として示す。この図 2 から、వ࿨ᐉ࿌をされた場合に対する⾜ືパターンを 3 つにศ類する

ことができる。 

まࡎ 1 点目としてᐙ᪘や他者と᪥ᖖ的な⾜ືを共にするというパターンである。これは図 2 におけ

るձの㒊ศで☜ㄆできる。「ᐙ᪘や཭人と㐣ࡈす」や「ᐙ᪘、ᜊ人と思いっきり➗う」、「ẕと♽ẕの
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ᡭᩱ⌮をẖ᪥㣗࡭る」等の記述がなされている。この⾜ືの中でもさらに 2 点特徴を見出すことが可

能である。1 つはその᪥ᖖにᬑ㐢性をồࡵているという点である。記述には「཭㐩とは、いつものよ

うにᴦしく㐣ࡈしたいと思う」というようにあり、ᐙ᪘や他者との関係性に変໬をồࡎࡵ、ᬑ㐢的な

状況を㐣ࡈしたいというᕼᮃがㄞみྲྀれる。また、ここから死に対する受ᐜに関しての記述と共起関

係がㄆࡵられている。もう 1 つは他者に఍うという⾜ືを特にồࡵている点である。「⦕があった人

たちに఍いに⾜く」や「大ษな人、感ㅰしてる人たちに఍いに⾜く」等の記述が☜ㄆできた。 

 
図 2．「వ࿨ᐉ࿌をされた場合の⾜ື」についての自由記述をࢥー࢕ࢹンࢢした場合の共起ネットワ

ーク 

 

 
学生は᪥ᖖとఱら変ࢃらないᬑ㐢的な生άをᮃんでいる。これは᪥ᖖから「死」をษり㞳してᤊえ

ていることを反映しているのではないか。「死」を㠀᪥ᖖ的なᏑᅾとᤊえているからこそ、より᪥ᖖ

とఱら変ࢃらないᬑ㐢的な生άをᕼồしてしまうと᥎ できる。「生」をᕼᮃすることは人㛫の生Ꮡ

ᮏ能からᙜ然の思考ᙧែである。しかし「死」は㠀᪥ᖖにᏑᅾするのではなく᪥ᖖにᏑᅾしている。

この㒊ศにおいて「死」に対する⌮解が୙㊊しているといえよう。また、強く᪥ᖖ的な生άをᕼồし

すࡂてしまう場合、「死」によってᘬき起こされる႙ኻ体験により強いࣙࢩックを受けてしまう可能

性をᣦ᦬できる。2 点目はఱかしら自ศの⑞㊧をṧすたࡵに⾜ືをするというパターンである。図 2

における②に☜ㄆできる。記述においては「ᡭ⣬を᭩きます。ఱかをṧしたいです。」や「ᐙ᪘とも

できるだけከくの思い出సりをする」、「いࢁんな人とたくさん෗┿を᧜る」等の記述があり、⑞㊧を

保育者養成における死生観構築教育の必要性に関する研究 569



 ― 8 ―

ṧすᙧはᡭ⣬や映ീ、෗┿、᪥記というල体的なᙧが表現されていた。この⑞㊧をṧすたࡵの⾜ືは

死に対する‽ഛάືとの共起が見られる。「㑇影の෗┿を᧜る」や「大ษな人に㑇᭩を᭩く」という

記述がᏑᅾしており、自己の⑞㊧をṧすことは他者に対しての死への‽ഛάືもకっていることがศ

かる。3 点目は現ᅾのᡤᒓをᢤけるというパターンである。図 2 における③に☜ㄆできる。記述を振

り返ると「௙事をしていたら㎡ࡵて、学ᰯに⾜っていたら学ᰯも㎡ࡵる、ࣂࣝ࢔イトも㎡ࡵる。」や

「௙事を㎡ࡵる」という記述が☜ㄆできた。この記述に共起関係があるものとして㠀᪥ᖖ的な⾜ືや

ᐙ᪘とのかかࢃりがあった。3 点目のこのパターンは⬺♫఍を意࿡しているのではないだࢁうか。 

3-4 Ṛࡠᜍᛧと႙ኻ࡟対ࡿࡍ理ゎ 

᭱ᚋに「自ศが「死ぬ」場合、ఱが怖いですか㸽」というၥいに対して対象者からᚓられた自由記

述ࢹータをศᯒした。ඛのศᯒと同様に、まࡎは KH Coder を⏝いて前ฎ⌮をᐇ⾜し、ᩥ❶の༢⣧集

ィを⾜った。その⤖ᯝ、90 のẁⴠ、195 のᩥが☜ㄆされた。この中でศᯒ対象࢓ࣇイࣝにྵまれて

いるす࡭てのㄒのᘏᩘ࡭である⥲ᢳ出ㄒᩘは 553、␗なりㄒᩘは 147 であった。さらにຓモやຓືモ

な࡝、࡝のようなᩥ❶にでも出現する୍⯡的なㄒが㝖እされ、ศᯒに౑⏝されるㄒとしては 280 ㄒが

ᢳ出された。ḟに KH Coder の「共起ネットワーク」ࢥマンࢻを౑⏝して共起の⛬度が強いㄒを⥺で

ネットワークをᥥいたものを図として示す。この図ࡧ⤖ 3 からは死に対するᜍ怖のイメージにおける

4 つの特徴を見出すことが可能である。 

 
図 3．「死ぬᜍ怖」についての自由記述における共起ネットワーク 

 
まࡎ 1 点目として自己のᏑᅾがᾘ⁛することに対するᜍ怖が想起されている点である。これは図 3

のձに表れており、さらに 2 つにศ類することができた。1 つ目は自己としてᏑ⥆できないことに対
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するᜍ怖である。対象者の記述を振り返ると、「自ศのᏑᅾがなくなる」や「自ศとしてもう୍度生

きれない」等の記述が☜ㄆできる。2 つ目は自己のᏑᅾをᛀ༷されることに対するᜍ怖である。これ

に関しては「自ศがୡ㛫の人にᛀれられてしまうこと」や、漠然と「ᛀれられること」等の記述があ

った。このᛀ༷に対するᜍ怖は他者のᏑᅾを前ᥦとして考えているからこそ生じるものである。つま

りこの 2 つ目のᜍ怖は他者との関係性と自己のᏑᅾの共起関係から発生していると᥎ できる。他者

との関係性というど点から、2 点目として他者との別れに対するᜍ怖を想起するという特徴もある。

これは図 3 の②において඲体的に示されている。「ᐙ᪘に఍えない」や「ᐙ᪘、཭人な࡝に఍えない」

等の記述があった。この特徴からは、やはり前述してきたように他者との関係性について対象者が重

要どしていることをㄞみྲྀることができる。 

3 点目としては苦痛に対するᜍ怖が特徴としてᣲࡆられる。これは図 3 の③に示されている。振り

返ると「死ぬ前の痛みや㎞さ」や「痛みのある死に᪉」、「苦しい死に᪉」等の記述が☜ㄆできる。こ

の記述における「痛み」や「苦しみ」は肉体的なものを想ീすることができる。しかし、肉体的な苦

痛については想ീすることができていたとしても、死が㏕った中でのうつ状ែやᛣり、Ꮩ⊂感を࿡ࢃ

う等の⢭⚄的な苦痛や௙事ୖのၥ㢟や⤒῭的なၥ㢟をᢪえる等の♫఍的な苦痛について明☜に言及

する記述は見られなかった。「死」を᥍えている場合、肉体的な苦痛のみならࡎ、ୖ記のような⢭⚄

的な苦痛や♫఍的な苦痛を感じることも予 できる。学生にとってこの⢭⚄的な苦痛や♫఍的な苦痛

は自ぬ的にイメージすることがᅔ㞴なものであると解釈することができよう。 

 ᭱ᚋに 4 点目として死のᮍ▱さによるᜍ怖がᣲࡆられる。これは図 3 の④にᏑᅾを☜ㄆできる。記

述を振り返ると、「࡝うなるかศからないからこࢃい」や「࡝こに⾜くのかศからない」等の記述が

ある。 

4 ⪃ᐹ 

4-1 対象者ࡢ⫼ᬒとṚ࡟対ࡽ࠿ࢪ࣮࣓࢖ࡿࡍぢࡿ࠼対象者ࡢ⌧≧ 

ศᯒを概ほすると「死」について「負」のイメージのみが強ㄪされてᢳ出されたと言えよう。この

状況が㐍⾜してしまうと、より「死」について意識し考ᐹするᶵ఍が๤ዣされることが༴᝹される。

これがཎᅉとなり、「死」を意識するᶵ఍が୙㊊してしまっていると考えることができる。したがっ

てඛにᣲࡆたࢭࣟࣉス 1 と 2 は現状から༑ศであるとはホ౯できない。 

4-2 వ࿨ᐉ࿌ᚋࡽ࠿ື⾜ࡢぢࠕࡿ࠼⮬ᕫࡢṚࠖ࡟対ࡿࡍㄆ㆑୙㊊と႙ኻࡢ࡬理ゎ 

ศᯒ⤖ᯝにおける特徴を概ほすると、「死」によってᘬき起こされる႙ኻについて明☜なࣅジࣙン

をᣢつことが出᮶ておらࡎ、「自己の死」に対して自ぬ的になれていない現状をᣦ᦬することができ

る。これはࢭࣟࣉス 1 としてᣲࡆた「自己の死」に対するᐇ感のなさを表している。また、ࢭࣟࣉス

3 としてᣲࡆた「死」によってᘬき起こされる႙ኻへの⌮解についても現状から୙㊊していることを

ᣦ᦬することができる。 
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4-3 Ṛࡢᜍᛧࡽ࠿ぢࡿ࠼Ṛ࡟㛵ࡿࡍ理ゎ 

ศᯒ⤖ᯝを概ほすると、「自己の死」に対するᐇ感がᣢてていないことをᣦ᦬することができ、こ

の⤖ᯝからࢭࣟࣉス 1 が༑ศではないことをᣦ᦬することができる。 

 ࡟ࡾࢃ࠾ 4

ᮏ✏では、死生ほᵓ⠏のたࡵの 3 つのࢭࣟࣉスを༑ศに⤒ていないたࡵ死生ほᵓ⠏が୙༑ศである

と௬説を❧て᳨ドした。その⤖ᯝ、ࢭࣟࣉス1から3はす࡭て༑ศに⤒られていないことがᨭᣢされ、

௬説によって死生ほᵓ⠏がᮍ⇍だと考えるにጇᙜと⤖論࡙けることができる。㉥⃝࣭⸨⏣は、死別体

験が死生ほのす࡭てをỴᐃするようなものではないと論じている㸲。つまり、௒ᚋはಖ⫱者㣴ᡂにお

いて死生ほᵓ⠏のたࡵのᩍ⫱ᐇ㊶がᚲ要となるのではないだࢁうか。ᗂඣに生࿨ᑛ重をồࡵる現௦に

おいて、ᗂඣᩍ⫱をᢸうಖ⫱者の死生ほᵓ⠏に対するᩍ⫱ᐇ㊶については㆟論を要する。௒ᚋはಖ⫱

者㣴ᡂㄢ⛬において死生ほᵓ⠏ᐇ㊶をするたࡵ、よりᐇ㊶ෆᐜの⢭⦓໬を図りᐇ㊶におけるຠᯝ ᐃ

᪉ἲと࣒ࣛࣗ࢟ࣜ࢝⦅ᡂを᳨ウしていくᚲ要があるだࢁう。 
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㸯 その他の要ᅉとしてᑡ年期における死生ほᵓ⠏のたࡵのᩍ⫱にၥ㢟があることもᣦ᦬できるが、ᮏ✏では言

及せࡎにのちの᳨ウㄢ㢟としてᣲࡆる。 
㸰 ᮏᐇ㊶に対するホ౯やศᯒをᐇ᪋するᚲ要があるが、ᮏ✏では死生ほᵓ⠏におけるᙧᡂ要ᅉについて╔目す

るたࡵ、それらについてはㄢ㢟としてᚋにヲ⣽をศᯒし、᳨ウする。 
㸱 」ᩘᅇ⟅᭷の⤖ᯝを示している 
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